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DC電源部にコンデンサバンクを装備、減速時の回生エネルギーをコンデンサバ
ンクに蓄電し、次の加速時のエネルギーに使用し、電源からの供給エネルギー
は機械のロス分のみとなり大幅な省エネが可能。

省エネ効果

高速・高精度 REJの低慣性モータに高分解能エンコーダを設置した電気シンクロ式ロータリー
制御によって300m/minを超える高速生産でも高精度切断を実現（＜図3＞）。

エンコーダ

マークセンサー（＜図2＞）を使用し、予め紙や段ボールに印刷されたマークを識
別して高精度で切断する機能を用意。
複数マークにも対応したマーク判別検出機能をPSC7000コントローラ1台で実現。

誤差0.03mm誤差0.1mm

＊写真は板紙の集積装置での積み姿です。
当社製品で制御すれば、精度のバラつきが少ない切断が可能になります。

汎用品の制御 REJ製品の制御

紙・段ボール用電気式フルシンクロカッター

■電気式フルシンクロカッタ制御の場合、位置と速度のフィードバックをデジタルで入力し、メジャーリングホイールを
クローズドループによるサーボ制御で同期型サーボモータを制御するシステム。
■ウェブの移動距離を測定する方法は、基材の上に直接乗せられたメジャーリングホイールの回転を検出する方法
と基準フィードロールの回転を検出する方法がある。
精度を要求するもので、且つ表面の光沢変化、傷・摩擦・静電気等を極度に嫌う基材では、サクションフィード
ロールも対応。
最近では、メジャー圧等による押し疵対策に非接触によるレーザーメジャーの採用にも対応。
■走間中のウェブ速度に対してカッターローターは切断中のみ同期するため、切断長によって＜図1＞の動作となる。
これにより、各切断長の生産速度を最大限に行うことが可能。
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＜図2＞マークセンサーの例

＜図3＞切断精度の比較
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●本資料は一例です。お客様の装置に合わせ最適なアプリケーションを提供します。
●製品改良のため、お断り無く定格・仕様を変更する場合があります。
●製品の色は印刷の関係で、実際のものとは異なることがあります。
●カタログ中に記載している名称は、各社の商標または登録商標です。
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